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1. はじめに 
学校におけるインターネット活用は、本格的な

ブロードバンドの時代に入ろうとしている。ブロ

ードバンドにおける典型的なアプリケーション

の一つが、高品質な動画像と音声の伝達である。

こ れ ま で も 、 CU-SeeMe や  Microsoft 
NetMeeting といった、映像と音声を伝達できる

アプリケーションはいくつかあったが、TV 放送

に遠く及ばない程度の品質であり、利用者が十分

満足できるものとは言えなかった。そのため、こ

れらのアプリケーションを学校で用いても、十分

なコミュニケーションを行うことが出来ず、満足

いく利用は出来ていなかった。 
近年、DV 映像をインターネットで伝送するシ

ステム[1]や、MPEG2 映像を伝送するシステム 
[2]が開発され、広帯域研究ネットワークにおい

て実験的に利用されるようになってきた。それぞ

れ約 30Mbps、6Mbps と、従来のアプリケーシ

ョンと比べるとはるかに広帯域のネットワーク

を必要とするものの、TV 放送と同等の品質の映

像を伝送することができる。これらのアプリケー

ションを学校で用いることで、はるかに多様な質

と大量のマルチメディア情報を教育で利用する

ことが可能になることが期待される。 
このような背景の中で、ブロードバンドでのマ

ルチメディアの教育利用について、実証的な研究

の一つして、2002 年 12 月 16 日 (月) に、佐

賀大学文化教育学部附属中学校の生徒と、広島市

立南観音小学校の児童の間で、音楽の交流を行っ

た [3] 。交流では、佐賀と広島間を  JGN 
(JapanGigabit Network) による広帯域ネット

ワークで結び、MPEG2 による高品質な映像と

音声を利用して、歌による交流を行った。 
本稿では、この交流について紹介する。 

 

2. 交流の概要と目的 

今回の交流は、広島地域においてブロードバン

ドやマルチメディア通信の学校教育におけるイ

ンパクトや課題について研究を進めている

「2MAMEdeGansu プロジェクト1」[4]と、佐賀

大学文化教育学部附属中学校とのコラボレーシ

ョンとして実現した。 
既に同プロジェクトでは、広島市内の学校間で、

合唱を含めた音楽交流を行った実績はあるが、広

域ネットワークを利用した、遠隔地の学校との音

楽交流は、今回が初めてである。 
交流の目的は、高品質のテレビ会議システムで

合唱演奏や対話によるコミュニケーションを行

い、互いの交流を深めることで、具体的には以下

の 2 点である。 
 異校種の歌声を聴きあい、鑑賞することへの 

関心を高めるとともに、表現する意欲を育て

る。 
 遠隔地の学校へ歌を発表しあうことにより、

他地域の 文化への理解を深め、コミュニケ

ーション能力を育てる。 
参加者は佐賀大学文化教育学部附属中学 2 年

4 組 39 名、および広島市立南観音小学校 6 年
１組 27 名である。 
 

3. システム構成 

  ここでは、ネットワーク構成、機器およびソフ

トウェア構成について紹介する。 
  今回の佐賀側の会場は、佐賀大学理工学部 6 
号館 2F 多目的セミナー室であった。これは、

附属中学校と佐賀大学間の LAN が無線による

接続であり、十分な帯域が確保できないかもしれ

ない、との判断で、会場を大学側に設けたもので

ある。広島側の会場は、広島市立南観音小学校 
3F 音楽室と、学校内であった。 
  当日の佐賀と広島間のネットワーク構成を、図

1 に示す。今回の交流では、JGN (Japan Gigabit 

                                                  
1 「マメ」は広島の方言の「元気な」とマルチメディ

アをひっかけています。「がんす」も同じく広島弁で「で

す」の丁寧な表現です。「マメ de がんす」は「今日

も元気にマルチメディアでございます !」といったと

ころです。 



 

図 1 ネットワーク構成 

 

図 2 佐賀側の機器構成 

Network) [5]および 2MAMEdeGansu ネット

ワークを利用した。 
  JGN は総務省通信・放送機構が運用する実験

ネットワークであり、全国にあるアクセスポイン

ト間で高速広帯域ネットワークを構築している。

佐賀には NetCom さが (佐賀新聞社本社ビル

内) にアクセスポイントがあり、佐賀大学と 
NetCom さが間は光ファイバーで接続されてい

る。広島側は広島市立大学にアクセスポイントが

あり、今回は NetCom さがから広島市立大学間

の JGN を利用した。通信速度は 135Mbps で
ある。 
  広島市立大学から南観音小学校までは、

2MAMEdeGansu プロジェクトが持つ、実験用

ネットワークを利用した。これは広島市内の４校

と広島市立大学間に設けられた 10Mbps の市

内 LAN である。 
  今回のシステム構成を図 2に示す。MPEG2 に
よる映像を伝送するシステムとして、広島大学で
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図 3 機器の写真 
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図 4 会場の様子 

開発している  mpeg2ts を用いた。これは 
MPEG2 映像をインターネット上2で伝送するシ

ステムである。 
  mpet2ts は音声を伝送する機能も持っている

が、MPEG2 のエンコード・デコードによるオ

ーバーヘッドにより若干のディレイがあり、滑ら

かな会話を行うことが難しい。そのため今回は、

音声の伝送には、広島市立大学で開発されている 
mrat を用いた[6]。mrat はコンピュータ内での

処理を迅速に行うことで、ディレイを数十ミリ秒

以内に抑え、円滑な会話を可能にする。 
  mpeg2ts や mrat が動作する PC の他、ビデ

オカメラ、プロジェクタ、ワイヤレスマイク、音

声ミキサーなどを用意した。機器の写真を図 3
に、会場の様子を図 4 に示す。同様のシステムが

                                                  
2 IPv4 および IPv6 のユニキャストおよびマルチキ

ャストに対応。 



  

図 5 佐賀側の交流の様子(1) 図 7 広島側の交流の様子 

5. 考察 

 

本章では、教員の感想・評価、および課題につ

いて紹介する。 
 
5.1 教員の感想・評価 

 
佐賀側： 
生徒は基本的に表現することが好きであり、表

現することを通して充実感を味わうことができ

ると思われる。 
生徒は今回の交流授業を、二学期に題材「合唱

の楽しみ」で取り組んだ合唱を聴いてもらえる場

として、また、総合的な学習で取り組んだ郷土学

習の成果を紹介する場として位置づけており、事

前の準備から大変意欲的であった。また、当日は

自分たちの発信を強く意識していた生徒ではあ

るが、南観音小学校の児童による合唱や合奏を聴

き、そのすばらしさに心から感動している様子で

あった。音楽交流がその中心であったが、双方の

地域性の違いなどにもおおいに興味をもち、情報

交換をしている様子が印象的であった。 

図 6 佐賀側の交流の様子(2) 

広島側にも用意され、双方向でのマルチメディア

コミュニケーションを可能とした。 
 

4. 交流の様子 

  交流は、14:30 から始まった。佐賀側、広島側

の挨拶の後、それぞれの児童・生徒が歌を歌い、

交流を行った。歌の間には、佐賀や広島紹介を行

い、双方の交流を図った。 物理的には遠距離で交流できない子ども同士

がインタ－ネットを通して交流することを通し

て、お互いに新たな刺激を受け、また自分たちの

学習活動に新たな意義づけをできるようになっ

たのではないかと思う 

  佐賀側の交流の様子を図 5 および図 6 に、広

島側の様子を図 7 に示す。 
  授業中、佐賀側の mpeg2ts の PC が停止す

るというアクシンデントが起き、復旧のために途

中で休憩を挟んだが、15:35 に交流は終了した。   
広島側：3 
  6 年生の 1 学級と中学 2 年生の 1 学級の

                                                  
3この部分は文献[7]に収められた本実践の報告からの

引用である。 



交流で、校種は違うが年齢が近いこともあり、児

童・生徒同士で積極的な感想交流が行われた。ま

た、地域性を生かした紹介を行うために、自分た

ちの住んでいる地域のことを調べたり特徴を考

えたりする学習の機会がもて、自分の住む地域を

見直すいい機会になった。 
  日ごろの音楽科の学習の成果の紹介として、中

学校は合唱コンクールで歌った曲、小学校では地

域公開の「合唱を聴きあう会」という学校行事で

歌った曲を歌った。それぞれの発表の場以外にこ

のようなネットワークを利用して披露するとい

う機会により、児童・生徒達の歌の練習への相乗

効果があった。地域の音楽を演奏しあう場面では、

校歌の解説を行ったり、平和記念公園の紹介をし

て発表したことがとても有意義であった。南観音

小の児童全員が佐賀へ出かけて交流することに

比べるとはるかに低コストで、かつ校外活動を行

う際の手続き等も必要なく交流ができた。 
  また、交流途中に佐賀大学側の mpeg2ts 用マ

シンが突然リブートしてしまい、画像が落ちてし

まったため、復旧するまで音声のみで交流や休憩

をとるというトラブルも起きてしまったが、

mpeg2ts 用 PC と mrat 用 PC を分けていた

ので、音声だけでのやりとりも取り入れ、感想交

流を行い、児童・生徒には大きく集中力をきらす

ことはなく交流が進行できた。逆に、このような

トラブルにより児童・生徒にはインターネットや

パソコンを使った交流を行っていることを体感

できたと思う。 
 
5.2 課題4 

 
 教室 

音楽交流を行う際に、音のはねかえり、音楽

教材使用の関係上、音楽室での実施になるが、

音楽室にはネットワークがきておらず、

10Base-T ケーブルや HUB を配備する作

業が必要になる。 
 ネットワーク 

佐賀大学と南観音小との間は、JGN (Japan 
Gigabit Network)、広島市内実験用 LAN 
を介して接続されており、ネットワーク的な

問題はなかった。 
 設備及び機材 

                                                  
4 この部分は文献[7]に収められた本実践の報告から

の引用である。 

音楽交流を行う際には、些細な音声のハウリ

ングや音のまわりこみが発生しないように

指向性マイク、音声ミキサーを使用したが、

市立小学校にこのような機材があることは

稀である。 
 サポート体制 

システム、ネットワークのトラブルに即座に

対応できる技術スタッフが必要である。 
 

6. おわりに 

本稿では、2002 年 12 月 16 日 (月) に行わ

れた、佐賀大学文化教育学部附属中学校と広島市

立南観音小学校間の、音楽交流について紹介した。 
今回の交流のような高品質な動画像の利用が

一般的になってくると、学校でのネットワーク利

用形態は大きく変わると考えられる。特に、文字

を扱う能力が未成熟な段階の児童にとっては、声

や動作によるコミュニケーションが有効であり、

幼稚園、小学校の低学年の児童に対する利用も考

えられる。 
本稿で紹介した事例は、今後のブロードバンド

および高品質マルチメディア情報を学校で利用

した、典型的な例となっている。今後も新しい技

術を利用した実践を通して、実証的な研究を行っ

てゆきたい。 
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